
国
山
崎
で
張ち

ょ
う

行ぎ
ょ
う

さ
れ
た
「
賦
何
人
連
歌
」
の
通
称
で

あ
る
。
古
来
百
韻
連
歌
の
模
範
と
さ
れ
た
。
授
業
で
は
、

百
句
全
部
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
時
間
的
に
無
理
な
の

で
、
表
八
句
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な
る
。

二　

授
業
目
標

（
１

）「
変
化
と
調
和
」
と
い
う
連
歌
の
特
質
を
理
解
さ

せ
る
。

（
２

）
連
歌
の
主
な
式
目
を
理
解
さ
せ
る
。

（
３

）
連
歌
創
作
を
通
し
て
連
歌
の
面
白
さ
を
実
感
さ

せ
る
。

三　

授
業
計
画

【
一
時
間
目
】

（
１

）
形
式
・
構
成
の
確
認

①
各
句
の
音
数
に
つ
い
て
確
認
さ
せ
る
。

　

五
七
五
の
長
句
と
七
七
の
短
句
が
繰
り
返
さ
れ
て
い

る
。

②
形
式
の
説
明

　
　

百
韻
（
百
句
）　　

世よ

吉よ
し

（
四
十
四
句
）

　
　

歌
仙
（
三
十
六
句
）

蕉
の
発
句
は
、「
俳
諧
連
歌
」
の
発
句
で
あ
る
。
連
歌

の
学
習
は
、「
純
正
連
歌
」
か
ら
始
め
る
方
が
い
い
の

で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

　

そ
こ
で
、
今
回
は
、「
水
無
瀬
三
吟
」
表
八
句
の
教

材
化
を
具
体
的
に
考
え
て
み
た
い
。（注
３

）

一　
「
水
無
瀬
三
吟
百
韻
」
と
は（
注
４

）

（
初
折
表
）

一 
雪
な
が
ら
山
も
と
か
す
む
夕ゆ

ふ
べ

か
な 

宗
祇

二 
行
く
水
と
ほ
く
梅
に
ほ
ふ
里 

肖
柏

三 

川
か
ぜ
に
一
む
ら
柳
春
み
え
て 

宗
長

四 

舟
さ
す
お
と
は
し
る
き
明
が
た 

祇

五 

月
は
猶な

ほ

霧
わ
た
る
夜
に
の
こ
る
ら
ん 

柏

六 

霜
お
く
野
は
ら
秋
は
く
れ
け
り 

長

七 

な
く
虫
の
心
と
も
な
く
草
か
れ
て 

祇

八 

垣
ね
を
と
へ
ば
あ
ら
は
な
る
道 

柏

　

水
無
瀬
三
吟
百
韻
と
は
、
後
鳥
羽
院
の
水
無
瀬
の
廟

に
奉
納
す
る
た
め
に
、
宗
祇
と
そ
の
高
弟
の
肖
柏
、
宗

長
を
連れ

ん

衆じ
ゅ

と
し
て
、
長
享
二
（
一
四
八
八
）
年
に
山
城

は
じ
め
に

　

古
典
の
韻
文
の
学
習
に
お
い
て
、
和
歌
に
つ
い
て
は
、

授
業
で
取
り
上
げ
る
こ
と
も
多
い
が
、
連
歌
に
つ
い
て

は
、
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

理
由
と
し
て
は
、
明
治
以
降
、
西
洋
文
化
を
範
と
す

る
風
潮
が
、
文
学
に
お
い
て
も
高
ま
り
、
個
人
的
な
文

学
的
営
為
が
重
視
さ
れ
、
実
際
に
「
座
の
文
学
」
に
携

わ
る
人
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
だ

ろ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
中
世
に
流
行
し
、
近
世
の
俳
諧
へ

と
つ
な
が
る
「
純
正
連
歌
」
は
、
日
本
の
古
典
文
学
の

中
に
お
い
て
、
重
要
な
分
野
で
あ
り
、
そ
れ
を
生
徒
に

理
解
さ
せ
、
伝
え
て
い
く
こ
と
は
大
変
意
義
の
あ
る
こ

と
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

私
は
、
福
岡
県
行ゆ

く

橋は
し

市
の
須
佐
神
社
で
行
わ
れ
て
い

る
連
歌
会
に
参
加
し
て
二
十
数
年
に
な
る
。（注
１

）
連
歌

会
に
参
加
し
て
初
め
て
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
面
白
さ

が
あ
り
、
そ
れ
を
授
業
で
生
徒
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
と
思
い
、
何
度
か
試
み
て
き
た
。（注
２

）
古
典
の

授
業
で
は
、
松
尾
芭
蕉
の
発
句
に
句
を
付
け
て
表
八
句

を
創
作
さ
せ
る
と
い
う
実
践
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
芭

連
歌
「
水
無
瀬
三
吟
百
韻
」
表
八
句
の
教
材
化

―
連
歌
の
鑑
賞
か
ら
創
作
へ
―
　
福
岡
県
立
北
筑
高
等
学
校
　
黒
岩
　
淳
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が
新
し
い
趣
向
と
い
え
る
。

　

俳
諧
連
歌
の
発
句
が
、
独
立
し
て
「
俳
句
」
に
な
っ

て
い
く
と
い
う
韻
文
の
歴
史
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き

た
い
。

②
脇
句
は
、
発
句
と
同
じ
季
の
季
語
を
使
用
す
る
。
ま

た
、「
体
言
止
め
」
に
す
る
。

③
第
三
は
、「
て
」
止
め
が
一
般
的
で
あ
る
。
前
句
に

付
け
る
の
だ
が
、
発
句
か
ら
離
れ
る
必
要
が
あ
る
。
連

歌
で
は
、
二
つ
前
の
句
（
打う

ち

越こ
し

）
に
戻
ら
な
い
よ
う
に

展
開
す
る
こ
と
が
肝
要
な
の
で
あ
る
。

（
４

）
展
開
の
様
子

　

ま
ず
、
発
句
と
脇
句
を
合
わ
せ
て
鑑
賞
さ
せ
る
。
雪

が
残
っ
て
い
る
山
の
麓
に
、
霞
が
か
か
っ
て
い
る
遠
景

に
、
梅
が
薫
っ
て
い
る
近
景
を
添
え
る
こ
と
で
、
立
体

的
な
風
景
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

次
に
、
脇
句
に
第
三
が
付
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
梅
が

咲
い
て
い
る
里
に
、
川
か
ら
風
が
吹
い
て
き
て
柳
が
な

び
い
て
い
る
風
景
へ
と
転
じ
る
。

　

さ
ら
に
、
第
三
に
第
四
が
付
く
こ
と
で
、
舟
を
漕
ぐ

音
が
は
っ
き
り
と
聞
こ
え
る
明
け
方
の
川
の
情
景
へ
と

変
わ
っ
て
い
く
。

　

第
四
に
第
五
が
付
く
と
、
霧
が
立
ち
込
め
て
い
る
の

で
、
音
だ
け
が
聞
こ
え
て
く
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

季
節
も
秋
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
。

　

こ
の
よ
う
に
、
句
が
付
く
こ
と
で
、
前
に
戻
ら
ず
、

次
々
と
展
開
し
て
い
る
こ
と
を
生
徒
に
伝
え
た
い
。
同

じ
言
葉
が
繰
り
返
さ
れ
た
り
、
停
滞
し
た
り
し
な
い
よ

　

発
句
の
こ
と
、
第
一
そ
の
時
節
相
違
な
き
や
う

に
つ
か
ま
つ
り
候
こ
と
肝
要
に
候
。
発
句
は
百
韻

の
初
め
に
候
へ
ば
、
い
か
に
も
長た

け

高た
か

く
幽
玄
に
、

打
ひ
ら
め
に
無
き
や
う
に
つ
か
ま
つ
り
候
。
発
句

は
切
字
と
申
す
こ
と
御
入
候
は
で
叶か

な

は
ず
候
。

（
略
）

一
、
脇
の
句
の
こ
と
、
よ
く
発
句
の
心
を
う
け
て
、

そ
の
時
節
そ
む
か
ぬ
や
う
に
、
一
か
ど
さ
は
や
か

に
遊
ば
さ
る
べ
く
候
。

一
、
第
三
の
こ
と
、
前
の
寄
所
は
大
方
に
候
へ
ど

も
、
一
句
の
柄
を
長
高
く
大
様
に
遊
ば
さ
れ
候
べ

く
候
。
第
三
は
大
略
て
留
り
に
て
候
。（
略
）

一
、
表
八
句
の
う
ち
、
十
句
目
ま
で
も
つ
か
ま
つ

ら
ざ
る
こ
と
、
神
祇
・
釈
教
・
恋
・
無
常
ま
た
は

名
所
、
そ
の
ほ
か
さ
し
出
で
た
る
言
葉
な
ど
つ
か

ま
つ
ら
ず
候
。（
略
）

①
発ほ

っ

句く

は
、
連
歌
会
が
開
催
さ
れ
た
と
き
の
季
節
を
詠

み
込
む
。
水
無
瀬
三
吟
百
韻
は
、「
か
す
む
」
と
い
う

季
語
が
あ
る
の
で
、
春
に
詠
ま
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
発
句
に
は
、
切
れ
字
を
使
用
す
る
。「
か
な
」

が
切
れ
字
で
あ
る
。

　

発
句
は
挨
拶
句
で
も
あ
る
。
後
鳥
羽
院
の
「
見
わ
た

せ
ば
山
も
と
霞
む
水
無
瀬
川
夕
べ
は
秋
と
な
に
思
ひ
け

む
」（
新
古
今
和
歌
集
）
を
踏
ま
え
、
春
の
夕
べ
の
感

慨
を
詠
む
こ
と
で
、
後
鳥
羽
院
へ
敬
意
を
表
し
て
い
る

こ
と
に
も
な
る
。
ま
た
、
残
雪
を
詠
み
こ
ん
で
い
る
点

百
韻
の
場
合

　
　

初
折　
　

表
八
句　
　

裏
十
四
句

　
　

二
折　
　

表
十
四
句　

裏
十
四
句

　
　

三
折　
　

表
十
四
句　

裏
十
四
句

　
　

名
残
折　

表
十
四
句　

裏
八
句

と
な
る
。
懐
紙
に
ど
の
よ
う
に
書
か
れ
た
か
も
、
図
で

示
し
、
表
・
裏
の
説
明
を
す
る
。

　
「
奥
の
細
道
」
の
「
面お
も
て

八
句
を
庵
の
柱
に
懸
け
置

く
」
と
い
う
一
節
も
紹
介
し
た
い
。

（
２

）
季
語
の
確
認

　

連
歌
は
、
季
語
を
含
む
「
季
の
句
」
と
季
語
を
含
ま

な
い
「
雑ぞ

う

の
句
」
が
あ
る
。
季
語
を
指
摘
さ
せ
、
季
節

に
つ
い
て
も
確
認
す
る
。

　

一　

か
す
む
（
春
）　

二　

梅
（
春
）

　

三　

柳
・
春
（
春
）　

四　

雑

　

五　

月
・
霧
（
秋
）　

六　

秋
（
秋
）

　

七　

虫
（
秋
）　　
　

八　

雑

式
目
上
、
春
句
、
秋
句
は
三
〜
五
句
続
け
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
夏
句
・
冬
句
は
、
一
〜
三
句
で
あ
る
こ
と

に
も
触
れ
る
。

（
３

）
発
句
・
脇
句
・
第
三
の
決
ま
り
ご
と

　

百
韻
の
中
で
、
特
に
、
発
句
、
脇
句
、
第
三
は
、
特

別
な
句
で
あ
り
、
十
句
目
ま
で
は
、
制
限
が
あ
る
。
連

歌
師
の
里
村
紹じ

ょ
う

巴は

が
豊
臣
秀
吉
に
宛
て
て
書
い
た
と

い
う
連
歌
書
『
至
宝
抄
』（
天
正
一
三
（
一
五
八
五
）

年
）
を
参
考
に
示
す
と
よ
い
だ
ろ
う
。（注
５

）

13



③
降
物
（
雨
・
雪
・
霜
な
ど
）
も
三
句
去
っ
て
い
な
い

の
で
、
詠
む
こ
と
が
で
き
な
い
。

④
水
辺
（
海
・
川
な
ど
）
も
四
句
し
か
去
っ
て
い
な
い

の
で
詠
む
こ
と
が
で
き
な
い
。

⑤
「
至
宝
抄
」
に
あ
る
よ
う
に
、
十
句
ま
で
、
つ
ま
り

初
折
裏
二
句
ま
で
は
、「
神
祇
・
釈
教
・
恋
・
無
常
・

名
所
」
な
ど
は
、
詠
ま
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

生
徒
に
創
作
さ
せ
る
場
合
、
こ
の
点
は
許
容
し
て
も
い

い
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
句
は
文
語
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
で
創
作
さ
せ

た
い
。
文
語
で
創
作
す
る
こ
と
で
、
文
語
文
法
へ
の
理

解
も
深
ま
る
と
思
わ
れ
る
。（注
６

）
そ
の
際
、
連
句
と
の

違
い
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
純
正
連
歌
は
、
大
和
言

葉
が
基
本
で
あ
る
が
、
俳
諧
連
歌
は
、
俳は

い

言ご
ん

を
自
由
に

使
用
す
る
。
俳
言
と
は
、
漢
語
や
外
来
語
、
俗
語
な
ど

で
あ
る
。
明
治
以
降
、
俳
諧
連
歌
を
「
連
句
」
と
呼
ぶ

よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
制
約
が
加
わ
る
の
で
、
生
徒
は
、

創
作
す
る
の
を
難
し
く
感
じ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
か

え
っ
て
挑
戦
し
た
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

使
用
可
能
な
言
葉
と
し
て
は
、
山
類
（
峰
・
谷
な

ど
）・
居
所
（
庭
・
住す

ま

居ゐ

な
ど
）・
旅
な
ど
が
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
私
で
あ
れ
ば
「
山
辺
よ
り
涼
し
き
風
の

吹
き
渡
る
」（
夏
）
と
付
け
て
み
た
く
な
る
。
前
句
と

合
わ
せ
る
と
「
山
辺
か
ら
、
心
地
よ
い
涼
し
い
風
が
吹

い
て
き
て
、
そ
れ
に
誘
わ
れ
る
か
の
よ
う
に
、
垣
根
を

訪
ね
る
と
、
道
は
あ
ら
わ
に
な
っ
て
い
た
こ
と
だ
」
と

い
う
内
容
に
な
る
。

（
６

）
感
覚
的
な
表
現

　

感
覚
的
な
表
現
に
注
目
さ
せ
、
内
容
に
広
が
り
が
あ

る
こ
と
を
確
認
さ
せ
る
。

　

一　

視
覚　
　
　
　
　
　

二　

嗅
覚（
に
ほ
ふ
）

　

三　

視
覚　
　
　
　
　
　

四　

聴
覚（
舟
さ
す
お
と
）

　

五　

視
覚　
　
　
　
　
　

六　

視
覚

　

七　

聴
覚
（
な
く
虫
）　 

八　

視
覚

【
二
時
間
目
】

　
「
垣
ね
を
と
へ
ば
あ
ら
は
な
る
道
」
に
句
を
付
け
さ

せ
る
。

　

こ
の
句
か
ら
連
想
し
て
、
五
七
五
の
長
句
を
付
け
る

こ
と
に
な
る
が
、
式
目
上
、
使
用
で
き
る
句
材
に
制
限

が
あ
る
。

①
一
旦
、
季
の
句
が
途
切
れ
た
ら
、
同
じ
季
節
の
句
は
、

七
句
、
間
を
空
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
春
の
句
、
秋
の
句
を
詠
む
事
は
で
き

な
い
。
季
の
句
で
あ
れ
ば
、
夏
か
冬
の
句
で
作
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
季
語
を
使
用
し
な
い
雑
の
句
を
続
け

る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

②
二
句
前
（
打
越
）
の
句
に
、
内
容
的
に
戻
ら
な
い
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

具
体
的
に
は
、「
な
く
虫
の
心
と
も
な
く
草
か
れ
て
」

の
句
と
似
た
内
容
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、

虫
や
草
は
詠
め
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
同
類
の
言

葉
も
詠
む
こ
と
が
で
き
ず
、
連
歌
用
語
で
言
え
ば
、
動

物
（
鳥
・
獣
・
虫
な
ど
）
や
植
物
を
詠
む
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
あ
る
。

う
に
式
目
が
あ
る
こ
と
も
紹
介
し
た
い
。

（
５

）
句
材
の
分
類

　

連
歌
で
は
、
句
材
を
分
類
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
句

の
連
続
や
間
隔
に
決
ま
り
が
あ
る
。

　

関
係
す
る
句
材
を
指
摘
す
る
。

　

一　

雪
（
降ふ

り

物も
の

）
山
（
山さ

ん

類る
い

）
か
す
む
（
聳そ

び
き

物も
の

）

　
　
　

夕
（
時じ

分ぶ
ん

）

　

二　

水
（
水す

い

辺へ
ん

）
里
（
居き

ょ

所し
ょ

）
梅
（
植う

え

物も
の

）

　

三　

川
（
水
辺
）
柳
（
植
物
）

　

四　

明
が
た
（
時
分
）
舟
（
水
辺
）

　

五　

月
（
光ひ

か
り

物も
の

・
時
分
）
夜
（
時
分
）
霧
（
聳
物
）

　

六　

霜
（
降
物
）

　

七　

草
（
植
物
）
虫
（
動う

ご
き

物も
の

）

　

八　

垣
ね
（
居
所
）

　

五
句
去
り（
間
に
五
句
を
挟
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）

　
　

水
辺
・
居
所

　
　

時
分
（
夜
と
夜
な
ど
）

　
　

植
物
（
木
と
木
、
草
と
草
）

　
　

動
物
（
虫
と
虫
、
鳥
と
鳥
、
獣
と
獣
）

　

三
句
去
り

　
　

聳
物
・
降
物
・
光
物

　
　

植
物
（
木
と
草
）

　
　

動
物
（
虫
と
鳥
、
虫
と
獣
な
ど
）

　
　

時
分
（
朝
と
夜
な
ど
）
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（
昭
和
六
十
三
年
度
千
葉
県
長
期
研
修
生
研
究
報
告
）

　
　

ま
た
、
光
田
和
伸
氏
の
次
の
論
考
も
参
考
に
し
た
。

　
　
「
連
歌
の
『
詠
み
方
』
と
『
読
み
方
』
―
宗
祇
一
座
『
水
無

瀬
三
吟
』『
湯
山
三
吟
』
を
矩
と
し
て
―
」（
国
際
日
本
文
化
研

究
セ
ン
タ
ー
『
日
本
研
究
』
第
三
六
集
・
二
〇
〇
七
年
）

注
４　

本
文
は
『
新
潮
日
本
古
典
集
成  

連
歌
集
』（
島
津
忠
夫

校
注
・
一
九
七
九
年
）
に
よ
る
。

注
５　
『
至
宝
抄
』
は
、『
歌
論  

連
歌
論  

連
歌
』（
奥
田
勲
編

著
・
ほ
る
ぷ
出
版
・
一
九
八
七
年
）
に
よ
る
。
こ
の
本
文
は

『
連
歌
論
集
下
』（
岩
波
文
庫
・
伊
地
知
鉄
男
校
訂
・
一
九
五
六

年
）
に
よ
っ
て
い
る
。

注
６　

連
歌
の
指
導
に
は
、
生
徒
の
「
和
語
」
の
理
解
が
不
可
欠

で
あ
る
。
そ
の
「
和
語
」、
特
に
「
歌
語
」
で
生
徒
に
連
歌
を

創
作
さ
せ
る
こ
と
に
は
、
批
判
的
な
見
解
も
あ
る
。
石
塚
修
氏

「
想
像
力
を
育
成
す
る
た
め
の
古
典
の
授
業
と
は
」『
月
刊
国
語

教
育
研
究
』
四
九
七
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
号
・
日
本
国
語
教

育
学
会
）。
生
徒
の
実
態
に
応
じ
て
、
柔
軟
に
対
応
し
て
然
る

べ
き
で
あ
る
が
、
あ
え
て
和
語
・
文
語
で
創
作
さ
せ
る
こ
と
で
、

語
彙
を
増
や
し
、
古
典
文
法
の
理
解
を
深
め
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

な
お
、
石
塚
氏
は
連
句
の
指
導
に
お
い
て
「
学
習
者
が
前
句

か
ら
何
を
想
像
し
、
そ
こ
に
何
を
想
像
し
て
つ
な
げ
て
付
け
句

し
た
の
か
を
明
確
に
記
録
さ
せ
て
い
く
過
程
」
を
重
視
さ
れ
て

お
り
、
大
変
参
考
に
な
っ
た
。

【
付
記
】

　

今
回
考
え
た
授
業
案
に
基
づ
き
、
連
歌
の
授
業
を
実

施
し
た
。
そ
の
実
践
報
告
に
つ
い
て
は
、『
国
語
教
育

研
究
』
第
五
十
七
号
（
広
島
大
学
教
育
学
部
国
語
教
育

会
）
に
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

・
自
分
が
句
を
付
け
る
こ
と
で
、
前
句
と
合
わ
せ
て

ど
の
よ
う
な
世
界
が
描
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か

・
連
歌
創
作
に
つ
い
て
の
感
想

　

な
ど
を
記
入
さ
せ
る
。

四　

評
価

（
１

）
連
歌
の
特
質
を
理
解
で
き
た
か
。（
知
識
・
理
解
）

（
２

）
積
極
的
に
句
を
創
作
し
た
か
。（
意
欲
）

（
３

）
連
歌
の
面
白
さ
を
実
感
で
き
た
か
。（
理
解
）

終
わ
り
に

　

生
徒
は
連
歌
を
理
解
す
る
こ
と
で
、「
座
の
文
学
」

と
い
う
日
本
の
伝
統
的
な
文
芸
の
存
在
を
知
る
こ
と
に

な
る
。
そ
し
て
、そ
れ
は
、日
本
の
古
典
の
豊
か
さ
へ
の

理
解
に
つ
な
が
っ
て
い
く
に
違
い
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

注
１　

福
岡
県
行
橋
市
須
佐
神
社
で
は
、
夏
の
祇
園
祭
に
お
い
て
、

享
禄
三
（
一
五
三
〇
）
年
よ
り
、
氏
子
等
に
よ
っ
て
連
歌
が
奉

納
さ
れ
続
け
て
い
る
。
ま
た
、
私
が
参
加
し
て
い
る
今
井
祇
園

連
歌
の
会
は
、
月
一
回
実
作
を
続
け
て
い
る
。

　
　

拙
稿
「
現
代
の
連
歌
―
福
岡
県
行
橋
市
須
佐
神
社
今
井
祇
園

連
歌
の
会
―
」（
数
研
国
語
通
信
『
つ
れ
づ
れ
』
一
七
号
・
二

〇
一
〇
年
）

注
２　

今
ま
で
の
実
践
を
一
冊
の
本
に
ま
と
め
た
。『
連
歌
と
国

語
教
育
―
座
の
文
学
の
魅
力
と
そ
の
可
能
性
―
』（
渓
水
社
・

二
〇
一
二
年
）

注
３　

飯
田
洋
氏
に
よ
っ
て
、
連
歌
教
材
化
の
研
究
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。「
高
校
に
お
け
る
古
典
韻
文
へ
の
興
味
・
関
心
を
高

め
る
学
習
指
導
法
に
つ
い
て
―
連
歌
の
教
材
化
を
中
心
に
―
」

【
三
時
間
目
】

（
１

）
生
徒
が
作
っ
た
句
（
初
折
裏
一
）
の
鑑
賞

　

生
徒
作
品
を
事
前
に
ま
と
め
て
、
プ
リ
ン
ト
し
て
お

く
。
生
徒
作
品
の
文
法
的
な
間
違
い
な
ど
は
、
訂
正
し

て
示
す
。

（
２

）
連
歌
実
作

　

三
〜
四
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
初
折
裏
二
〜
五
句

を
付
け
さ
せ
る
。

　

式
目
に
つ
い
て
は
、
季
語
の
み
注
意
さ
せ
て
、
句
去

り
な
ど
の
そ
の
他
の
式
目
に
つ
い
て
は
、
許
容
し
て
も

よ
い
だ
ろ
う
。

※
一
人
最
低
一
句
は
付
け
さ
せ
、
終
わ
ら
な
か
っ
た
場

合
は
、
放
課
後
に
付
け
さ
せ
る
。

【
四
時
間
目
】

（
１

）
各
グ
ル
ー
プ
の
生
徒
作
品
の
鑑
賞

（
２

）「
水
無
瀬
三
吟
百
韻
」
の
続
き
の
鑑
賞

（
初
折
裏
）

一 

山
ふ
か
き
里
や
あ
ら
し
に
送
る
ら
ん 

長

二 

な
れ
ぬ
住
居
ぞ
さ
び
し
さ
も
う
き 

祇

三 

今
更
に
ひ
と
り
あ
る
身
を
思
ふ
な
よ 

柏

四 

う
つ
ろ
は
む
と
は
か
ね
て
し
ら
ず
や 

長

五 

置
き
わ
ぶ
る
露
こ
そ
花
に
哀
れ
な
れ 

祇

 

（
以
下
略
）　

（
３

）
振
り
返
り
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
入

・
前
句
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
た
か
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